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９
「
物
を
売
る
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
売
り
た
い
ん
で
す
」

市
民

シリーズ

156

　
　

209

安
房
の
習
俗

　
市
立
博
物
館
の
10
月
の
休
館
日

は
７
日
、
15
日
、
21
日
、
28
日
で
す
。

お
盆
と
地
蔵
盆

秋山有紀さん

　「
机
や
椅
子
な
ど
の
調
度
品
を
借

り
た
り
、
で
き
る
だ
け
資
金
を
か

け
な
い
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
対

応
で
き
る
こ
と
を
開
店
の
基
本
に

し
ま
し
た
。
空
き
店
舗
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
経
費
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
」

「
自
分
は
40
代
で
脳
出
血
で
倒

れ
、
右
腕
や
右
足
が
不
自
由
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
障
害

者
も
納
税
で
き
る
環
境
作
り
を
信

念
と
し
て
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

お
店
で
は
点
字
名
刺
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
中
心
に
、
成
田

市
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
グ

ル
ー
プ
彩
」
か
ら
委
託
を
受
け
、

知
的
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
製
作
し
た
陶
器
や
手
織
り

の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
を
展
示
、
販
売

し
ま
す
」

「
月
に
一
度
は
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
お
店
を
開
放
し
た
い
。

物
を
売
る
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
売
り
た
い
ん
で
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
ぜ
ひ
軌
道
に
乗

せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
い
っ

し
ょ
に
活
動
し
て
く
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。
」
（
話
は
秋
山
岩
生
さ

ん
）

　
同
組
合
が
空
き
店
舗
の
有
効
利

用
と
創
業
者
支
援
を
ね
ら
っ
て
、

昨
年
度
か
ら
実
施
。
十
字
屋
向
か

い
の
第
１
号
店
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

壱
番
館
」
は
、
約
５
・
５
坪
、
事

業
費
の
１
／
２
を
限
度
に
市
が
補

助
し
て
お
り
、
現
在
は
か
ば
ん
、

小
物
な
ど
を
販
売
す
る
２
代
目
店

が
営
業
中
。
秋
山
さ
ん
が
出
店
し

た
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
弐
番
館
」

は
、
８
月
末
に
オ
ー
プ
ン
。
三
井

住
友
銀
行
の
向
か
い
に
あ
り
、
売

り
場
面
積
が
約
６
坪
、
事
業
費
の

２
／
３
を
県
と
市
が
補
助
し
て
い

る
。
期
間
は
来
年
３
月
ま
で
。

市民 障害に負けずにちょこちょこ弐番館で

活 動 を は じ め た 秋 山 岩 生 さ ん

シ
リ
ー
ズ
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夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
、
８
月

23

～
24

日
を
安
房
地
方
で
は
、

「
ウ
ラ
ボ
ン
」
と
称
し
て
、
お
墓
参

り
に
行
き
ま
す
。
ウ
ラ
ボ
ン
と
は
、

古
い
イ
ン
ド
の
言
葉
の
ウ
ラ
ン
バ
ー

ナ
（
盂
蘭
盆
）
の
こ
と
で
、
そ
れ
を

略
し
て
「
お
盆
」
と
称
し
て
い
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
８
月
13
～
15

日
を
「
お
盆
」
、
８
月
23
～
24
日
を

「
ウ
ラ
ボ
ン
」
と
区
別
し
て
呼
ぶ
こ

と
は
お
か
し
な
こ
と
な
の
で
す
。し

ょ
う

　
お
盆
に
は
ご
先
祖
様
を
迎
え
る
精

り
ょ
う
だ
な

霊
棚
を
作
り
、
稲
穂
や
サ
ト
イ
モ
の

葉
、
ホ
ウ
ズ
キ
な
ど
で
飾
り
、
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
の
野
菜
や
果
物
な

ど
を
お
供
え
し
ま
す
。
と
こ

ろ
で
昔
か
ら
「
野
荒
し
」
つ

ま
り
畑
の
泥
棒
は
重
罪
で
し

た
が
、
「
お
盆
に
お
供
え
す
る

も
の
は
近
所
の
畑
か
ら
無
断

で
盗
っ
て
も
よ
い
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
お
盆

以
外
で
も
、
女
性
が
捕
ま
っ
た
時
に

「
お
腹
の
子
が
食
べ
た
い
と
い
っ
た

の
で
」
と
言
え
ば
許
す
約
束
だ
っ
た

そ
う
で
す
か
ら
、
な
ん
と
も
の
ど

か
な
話
で
し
た
。

　
24
日
は
お
地
蔵
様
の
ご
縁
日
で
全

国
的
に
は
「
地
蔵
盆
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
館
山
地
区
で
は
六
地
蔵
巡
り
と

い
っ
て
日
中
、
日
傘
を
さ
し
た
ご
婦

人
た
ち
が
５
、
６
人
ず
つ
の
集
団

と
な
っ
て
、
寺
々
を
廻
り
ま
す
。
各

の
ぼ
り
ば
た

寺
で
は
、
幟
幡
を
立
て
、
善
の
綱

（
五
色
の
ロ
ー
プ
）
が
張
り
渡
さ

れ
、
そ
れ
に
お
賽
銭
を
入
れ
る
た
め

ず
だ
ぶ
く
ろ

の
頭
陀
袋
が
吊
り
下
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
参

拝
の
人
々
に
、
お
茶
の

接
待
を
す
る
慣
わ
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
各
地
区
の
路

傍
に
祀
ら
れ
て
い
る
石

の
地
蔵
さ
ま
も
、
こ
の

日
綺
麗
に
掃
除
さ
れ
、

提
灯
を
吊
り
、
お
供
え

も
の
が
奉
げ
ら
れ
ま
す
。

　
お
地
蔵
さ
ま
は
小
さ
な
子
ど
も

を
守
っ
て
く
れ
る
仏
さ
ま
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
蔵
盆
は

子
ど
も
の
お
盆
だ
と
言
え
ま
す
。

　
夕
刻
に
な
る
と
地
蔵
様
の
前
に

町
内
の
人
々
が
集
ま
り
、
お
座
敷
と

呼
ば
れ
る
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
お
念
仏

わ

さ

ん

か
ね

や
、
地
蔵
和
讃
の
鉦
を
た
た
き
ま

す
。
昔
は
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
い

て
、
お
供
え
も
の
や
、
準
備
さ
れ

た
お
菓
子
の
小
さ
な
袋
を
ご
ほ
う

び
と
し
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
日
で
は
少
子
化
の
た

め
年
寄
り
た
ち
の
集
ま
り
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
交
通
環
境

も
変
わ
っ
た
た
め
、
お
念
仏
が
終
わ

る
と
道
端
か
ら
近
所
の
庭
先
に
ム
シ

ロ
ご
と
避
難
し
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
お
茶
を
飲
む
そ
う
で
す
。
こ
う
し

て
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
夜
が
更
け

て
い
く
の
で
す
。

路傍のお地蔵様

館
山
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
の

空
き
店
舗
対
策
事
業

「ちょこちょこ弐番館」の店頭で

お知らせ

里見ウイーク開催
特集

20％ごみが減った
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日
時
／
10
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
雁
月
庵
（
城
山
公
園
）

　
費
用
／
１
服
300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

（
殖
22
―
３
６
９
８
）

里
見
ま
つ
り
茶
会

　
日
時
／
10
月
13
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
前
11
時

　
集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口

　
コ
ー
ス
／
館
山
駅
か
ら
館
山
城

跡
～
安
房
博
物
館
～
館
山
駅
西
口

　
参
加
料
／
500
円
（
資
料
代
、
保

険
料
、
記
念
品
）

　
問
合
せ
／
館
山
市
観
光
協
会

（
殖
22
―
２
５
４
１
）

　
期
間
／
10
月
８
日
（
火
）
か
ら

10
月
20
日
（
日
）
【
15
日
は
休
館
】

　
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
30
分

　
場
所
／
市
立
博
物
館

　
観
覧
料
／
小
・
中
学
生
80
円
、

高
校
生
・
一
般
150
円
【
里
見

フ
ァ
ー
ラ
ム
入
場
整
理
券
で
無
料

で
観
覧
で
き
ま
す
】

　
問
合
せ
／
市
立
博
物
館
（
殖
23

―
５
２
１
２
）

博
物
館
が
所
蔵
す
る

　
　
里
見
氏
の
資
料
展
示

里
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
21
回
目
を
迎
え
る
南
総
里
見
ま
つ
り
。
城
山
公
園
か
ら
里
見
本
陣
隊

が
、
八
幡
神
社
か
ら
八
幡
大
明
神
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
出
発
、
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
な
が
ら
北
条
海
岸
に
集
結
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
に
は
市
内
21

地
区
か
ら
お
船
、
山
車
、
神
輿
も
参
加
し
ま
す
。
滝
沢
馬
琴
の
「
里
見

八
犬
伝
」
で
は
、
八
犬
士
が
伏
姫
か
ら
飛
び
散
っ
た
玉
で
、
里
見
家
の

一
大
事
を
知
り
、
関
東
各
地
か
ら
南
房
総
に
駆
け
つ
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
。
今
回
も
八
犬
士
が
生
ま
れ
た
ゆ
か
り
の
土
地
か
ら
８
人
が
参
加

し
ま
す
。
里
見
水
軍
戦
国
絵
巻
で
は
、
夕
日
を
バ
ッ
ク
に
約
100
人
の
武

者
に
よ
る
合
戦
や
鉄
砲
隊
の
一
斉
射
な
ど
が
再
現
さ
れ
ま
す
。

開催日／10月20日（日）

場所・時間／城山公園　12:30出陣式

　　　　　　　　　　　13:00里見本陣隊出発

　　　　　　八幡神社　12:00パレード安全祈願

　　　　　　　　　　　12:50八幡大明神隊出発

　　　　　　北条海岸　12:00郷土芸能祭

　　　　　　　　　　　16:00～里見水軍戦国絵巻

問合せ／南総里見まつり実行委員会（殖22―２０００）

いろいろあるある！ 里見ウイーク

２平成14年10月１日

日時／10月19日（土）12:30～17:00

場所／南総文化ホール

入場料／無料（入場整理券が必要）

　　　　入場整理券は、市役所、観光案内所、コミュニティ

　　　　センター、文化ホールにあります。

問合せ／生涯学習課（殖22―3698）

げん ちく よう

ＮＰＯ（絃・竹・踊）ミューズ安房公演「黒滝哀史」

舞　踊

「里見稲村城跡の発掘」

基調講演

講師：天野務氏

　　　館山市文化財審議会委員（千葉県立安房博物館長）

「里見氏の稲村城跡から館山の歴史を考える」

シンポジウム

●パネリスト

　　天野務氏（千葉県立安房博物館長）

　　　　「稲村城跡の発掘成果」
ま さ し

　　早川正司氏（千葉県文化財保護協会）

　　　　「稲村城跡とその周辺の石造物」

　　松本勝氏（君津郡市文化財センター）

　　　　「稲村城跡内とその周辺のやぐら」
こ う じ

　　岡田晃司氏（館山市立博物館）

　　　　「里見氏の歴史における稲村城」
としひと

　　風間俊人氏（総南文化財センター）

　　　　「萱野遺跡出土中世瓦」

●コーディネーター

　　笹生衛氏（千葉県立安房博物館）

「歌謡吟でつづる戦国絵巻」

館山市詩吟連盟構成吟

「鎌倉三代記」

古茂口・藤原の村歌舞伎復興

　市内古茂口、藤原で昭和30年代のはじめまで

行われていた村歌舞伎。後継者不足などで途絶

えていましたが、このステージで復興します。

12:30～12:50

13:00～13:30

13:40～15:00

15:10～15:40

16:00～17:00

▲昭和30年代の藤原村歌舞伎

▲八犬伝犬の草紙之内「里見義実」

里見ウイーク

　南総里見まつりの前日に、里見氏の歴史を広く理解してもらうようフォーラムを開催します。

今回は、稲村城跡をテーマに各種催しを行います。



　
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
市
内

の
小
学
生
か
ら
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
。
今
年
も
先
月
５
日
に
市
役

所
で
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昨
年
の
447
作
品
を
上
回

る
539
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

各
学
年
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞

が
１
点
ず
つ
、
佳
作
が
２
点
ず
つ
選

ば
れ
、
最
優
秀
作
品
の
６
作
品
は
、

来
年
の
環
境
美
化
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。
年
末
に
は
市
内
の
全

家
庭
に
配
布
さ
れ
、
家
庭
内
で
環
境

美
化
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
審
査
に
あ
た
っ
た
、
市
立
三
中
の

伊
藤
み
な
江
教
諭
は
「
今
回
は
、
花

や
海
な
ど
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た

力
作
が
多
く
、
選
考
に
苦
労
し
ま

し
た
。
作
品
を
描
く
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
っ

て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
コ
メ

５ だん暖たてやま

▲審査風景

ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
最
優
秀
賞
／
安
田
葵
（
西
岬
小

１
年
）
、
秋
山
実
希
（
館
山
小
２

年
）
、
山
田
衛
（
那
古
小
３
年
）
、

岸
根
桃
子
（
船
形
小
４
年
）
、
岩

城
弘
幸
（
那
古
小
５
年
）
、
庄
司
由

香
里
（
館
野
小
６
年
）

ひ

ろ

き

　
優
秀
賞
／
大
和
洋
貴
（
北
条
小

１
年
）
、
川
上
典
子
（
船
形
小
２

あ
き
ら

年
）
、
山
口
瑛
（
那
古
小
３
年
）
、

た
か
お
き

堺
高
興
（
船
形
小
４
年
）
、
佐
藤

や
す
た
か

慈
尚
（
北
条
小
５
年
）
、
川
上
紗

也
加
（
船
形
小
６
年
）

　
佳
作
／
矢
部
春
花
（
北
条
小
１

年
）
、
鈴
木
真
帆
（
北
条
小
１

年
）
、
鈴
木
由
希
奈
（
船
形
小
２

た
つ
な
る

年
）
、
能
重
達
匠
（
北
条
小
２

年
）
、
竜
崎
春
佳
（
北
条
小
３

年
）
、
山
木
は
る
か
（
船
形
小
３

た
か
ひ
ろ

年
）
、
鳥
海
崇
紘
（
館
野
小
４

年
）
、
川
名
桃
代
（
那
古
小
４

年
）
、
山
木
あ
す
か
（
船
形
小
５

年
）
、
金
木
智
美
（
那
古
小
５

年
）
、
増
田
未
奈
（
那
古
小
６

年
）
、
大
溝
理
恵
（
北
条
小
６
年
）

　安房地域11市町村の合併について検討する「安房地域市町村合

併任意協議会」が先月４日に館山市役所４号館（旧市民センター）

で設立されました。

　この３月に合併重点支援地域の指定を受けて以来、担当者会

議、市町村長会議などを重ね、市町村合併について、調査検討

を行い、７月10日には、任意協議会設立のための「安房地域市

町村合併連絡会」を設立。任意協議会の名称、設立時期、委員

構成、組織体制、規約などの調整を図り、今回の任意協議会設

立を迎えました。

　任意協議会は、11市町村それぞれの首長、議会議長、推薦議

員の計33人で構成し、市町村合併に向けて、羨協議会、幹事

会、必要に応じた専門部会の開催、腺合併の枠組みに関する調

査検討、舛先進事例の調査検討、船協議会だよりの発行、ホー

ムページの開設・運営、薦講演会の開催、詮事務事業実態調査

の実施、賎その他調査研究などを行います。

　４日の会議の中では、「市町村合併は避けて通れない。安房地

域一体で合併するしかない」という意見がある一方で「合併す

れば周辺の市町村の過疎化がいっそう進む。小規模な合併の方

が良い」という声もありました。

　これからも任意協議会で協議検討を重ね、この12月には法定

協議会（注）の設立をめざしています。

（注）法定協議会／法律に基づいた組織で、合併が地域住民の

福祉向上に資するかどうかを関係市町村間で、公正かつ慎重に

検討し、将来計画の作成や合併に関する協議を行います。

　問合せ／合併推進室（殖22―3142）

～市町村合併任意協議会を設立～

　安房11市町村が構成する合併任意協議会が設置されたことを

契機に、市民への報告と市町村合併全般についての意見をうか

がいます。参加は自由です。直接会場にどうぞ。

　　期　日

10月13日（日）

10月14日（月）

　　時　間

10:00～12:00

14:00～16:00

10:00～12:00

14:30～16:30

　　　場　所

第一中学校体育館

第二中学校講堂

コミュニティセンター

房南中学校多目的ホール

合併に向けて1歩前進！

市町村合併について市民の声を聞く会

環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
普

通
救
命
講
習
会
が
先
月
７
日
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
央
公
民
館
と
安
房
郡

市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

　
市
内
の
最
高
年
齢
者
、
岩
﨑
た

い
（
102
歳
、
北
条
）
さ
ん
を
先
月

３
日
、
辻
田
市
長
が
訪
れ
、
敬
老

祝
い
と
し
て
、
館
山
市
商
業
協
同

組
合
発
行
の
共
通
商
品
券
５
万
円

分
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
120
歳
ま
で
は
が
ん
ば
り
た
い
と

言
う
た
い
さ
ん
。
耳
が
若
干
遠
い

も
の
の
、
他
に
は
特
に
悪
い
と
こ

ろ
は
な
く
、
今
で
も
毎
日
三
食
欠

か
さ
ず
食
べ
、
好
き
嫌
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
早
寝
早
起
き
が
習
慣

で
、
夜
８
時
過
ぎ
に
は
就
寝
し
、

朝
４
時
半
に
は
起
き
て
い
ま
す
。

99
歳
ま
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
辻
田
市
長
は
、
「
血
色
も
よ

ナスはナスでも…キツネ顔

く
、
と
て
も
102
歳
に
は
見
え
な

い
。
畑
仕
事
を
長
年
続
け
て
こ
ら

れ
、
体
を
鍛
え
て
い
た
こ
と
が
若

さ
の
秘
訣
で
し
ょ
う
。
目
標
の
120

歳
め
ざ
し
て
、
長
生
き
し
て
ほ
し

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
100
歳
以
上
の
人
は
、
今

年
の
12
月
31
日
で
12
人
に
な
る
見

込
み
で
す
。
市
で
は
毎
年
80
歳
、

88
歳
、
99
歳
、
100
歳
以
上
の
人
に

敬
老
祝
金
と
し
て
、
同
共
通
商
品

券
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
対
象
は
、
80
歳
が
452
人
、
88
歳

が
225
人
、
99
歳
が
６
人
、
100
歳
以

上
が
12
人
、
計
695
人
。
敬
老
の
日

ま
で
に
祝
金
を
届
け
ま
し
た
。

４平成14年10月１日

本
部
が
共
催
し
て
、
毎
年
９

月
９
日
の
救
急
の
日
に
ち
な

ん
で
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
９
回
目
。
今
年
は
17

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
消
防
署
員
の
指
導
で
、
三
角
巾

の
使
い
方
や
倒
れ
て
意
識
が
な
い

人
へ
の
応
急
措
置
を
人
形
な
ど
を

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
で
す
ね

市
内
の
最
高
年
齢
、
岩
﨑
た
い
さ
ん
102
歳

使
い
、
繰
り
返
し
練
習
し
て
い
ま

し
た
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
い
つ
倒
れ
た

人
と
遭
遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い

中
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

措
置
が
後
遺
症
や
早
期
回
復
を
決

定
づ
け
る
要
因
。
心
臓
停
止
後
約

３
分
で
50
％
が
死
亡
、
呼
吸
停
止

後
で
も
約
10
分
で
50
％
が
死
亡
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
、
早
く
適
切
な
措
置
が
で
き
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
受
講
生
は
「
仕
事
柄
、
お

年
寄
り
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の

で
、
万
が
一
の
た
め
に
受
講
し
ま

し
た
。
最
初
の
措
置
が
適
当
か
ど

う
か
が
重
要
な
ん
で
す
よ
ね
。

き
っ
と
そ
の
場
に
な
る
と
気
も
動

転
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
落

ち
着
い
て
身
に
つ
け
た
こ
と
を
実

践
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　神余地区で５月に植え付けられたカ

ナリヤナスの出荷が先月から始まって

います。キツネの顔に似た愛くるしい

いでたちから別名フォックスフェイス

とも呼ばれ、鮮やかな黄色の実が人目

を引きます。

「価格は卸値で１本600円程度。実の

大きさや付き方で価格が決まります。

2年続けて同じほ場で作ると、連作障

害になってしまうんですよ」と難しさ

を語る生産農家。

　転作田から切り出されたカナリヤナ

スは、１mほどの長さに揃えられ、1箱に６～８本ずつ箱詰めした後、共選出

荷されます。主な出荷先は東京方面で、４～５ヵ月も保存がきくことから、

生け花用などの鑑賞用にされます。

ナスはナスでも…キツネ顔
～神余のカナリヤナス～

場広の民市

▲商品券を受け取る岩崎たいさん

▲人形を使って、気道の確保

▼畑一面にキツネ顔

救
命
講
習

120
歳
ま
で
は
が
ん
ば
り
た
い



７ だん暖たてやま

子
宮
が
ん
施
設
検
診
が
10
月
21

日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
検
診
を

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、

電
話
で
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
し
込
む
際
は
、
下
記
の

契
約
医
療
機
関
か
ら
選
ん
で
受
診

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
内
房
線
の

集
中
一
括
工
事
の
た
め
、
次
の
期

間
、
館
山
か
ら
安
房
鴨
川
間
で
、

区
間
運
休
し
、
バ
ス
の
代
行
輸
送

を
行
い
ま
す
。

　
代
行
バ
ス
は
、
途
中
の
各
駅
に

も
止
ま
り
ま
す
。
館
山
か
ら
安
房

鴨
川
間
の
所
要
時
間
は
約
70
分
で

す
が
道
路
状
況
に
よ
り
、
時
間
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
／
10
月
28
日
（
月
）

か
ら
11
月
１
日
（
金
）

　
工
事
時
間
／
午
前
10
時
頃
か
ら

午
後
４
時
頃
ま
で

　
代
行
バ
ス
時
刻
／
表
の
と
お
り

　
問
合
せ
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
殖
043

―
224
―
８
０
４
０
）

代行バス時刻
す
る
病
院
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
者
全
員
に
今
月
初
旬
に
問

診
票
と
案
内
文
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象
／
30
歳
以
上
の
女
性

期
間
／
10
月
21
日
（
月
）
か
ら

11
月
22
日
（
金
）

　
国
民
の
消
費
生
活
で
重
要
な
支

出
と
な
る
商
品
の
販
売
価
格
と

サ
ー
ビ
ス
料
金
、
こ
れ
ら
を
取
り

扱
う
店
舗
の
業
態
や
立
地
環
境
な

ど
価
格
決
定
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
幅
広
く
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
日
／
11
月
21
日
（
木
）

　
調
査
対
象
／
す
べ
て
の
大
型
店

（
売
場
面
積
450
曾
以
上
）
と
産
業

分
類
な
ど
で
区
分
さ
れ
た
店
舗
区

分
毎
に
、
国
が
抽
出
し
た
大
型
店

以
外
の
小
売
店
。
館
山
市
の
今
回

の
対
象
は
大
型
店
26
店
舗
、
大
型

店
以
外
約
120
店
舗
で
す
。

　
調
査
方
法
／
調
査
員
が
11
月
上

旬
か
ら
指
定
さ
れ
た
店
舗
に
調
査

票
を
配
布
し
、
店
舗
の
代
表
者
な

ど
に
所
要
事
項
の
記
入
を
依
頼

し
、
回
収
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
統
計

係
（
殖
22
―
３
１
６
８
）

館山発

10:10

10:45

11:45

12:50

13:50

14:35

安房鴨川着

　11:20

　11:55

　12:55

　14:00

　15:00

　15:45

安房鴨川発

10:55

11:30

12:20

13:15

14:30

15:15

館山着

12:05

12:40

13:30

14:25

15:40

16:25

下　り 上　り

　市選挙管理委員会では、館山市長選挙

の立候補者予定説明会を行います。立候

補届に必要な書類などを事前に渡し、内

容の説明をするものです。立候補予定者

本人か代理人が出席してください。

　日時／10月18日（金）午後２時から

　場所／市役所２号館会議室

　問合せ／市選挙管理委員会

　　　　　殖22―3523

　
料
金
／
頚
部
千
700
円
（
頚
体
部

実
施
の
場
合
は
、
２
千
500
円
）

　
契
約
医
療
機
関
／
羨
館
山
病
院

（
申
込
み
終
了
）
、
腺
貴
家
医

院
、
舛
清
川
医
院
（
申
込
み
終

了
）
、
船
青
木
医
院
、
薦
庄
野
レ

デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
申
込
み
終

了
）
、
詮
あ
か
ね
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク

　
締
切
／
10
月
15
日
（
火
）

問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
殖
23
―
３
１
１
３
）

　
千
葉
県
で
は
、
平
日
、
金
融
機

関
な
ど
で
県
税
を
納
税
で
き
な
い

人
の
た
め
に
休
日
納
税
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　
千
葉
県
の
統
計
情
報
を
満
載
し

た
２
０
０
３
年
版
県
民
手
帳
の
予

約
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
価
格
／
ポ
ケ
ッ
ト
判
350
円
、
中

型
判
550
円

　
申
込
み
／
11
月
６
日
（
水
）
ま

で
に
情
報
化
推
進
室
ま
で

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
統
計

係
（
殖
22
―
３
１
６
８
）

　
開
設
日
時
／
10
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
場
所
／
安
房
支
庁
税
務
課

　
内
容
／
自
動
車
税
な
ど
の
県
税

の
収
納
、
納
税
相
談

　
問
合
せ
／
安
房
支
庁
税
務
課

（
殖
22
―
７
１
１
７
）

市長選挙の立候補予定者説明会

せら知お

館
山
～
安
房
鴨
川
間
で
区
間
運
休

21
日
か
ら
子
宮
が
ん
施
設
検
診

全
国
物
価
統
計
調
査

店
舗
を
対
象
に

県
税
休
日
納
税
窓
口

県
民
手
帳
の
予
約
受
付
中

「目の愛護デー」電話相談

　千葉県眼科医会では、目の健康につ

いて、会員が電話で相談に応えます。

　日時／10月13日（日）午前９時から

午後５時

　連絡先／殖043―242―4271

指
定
袋
で
20
％
ご
み
が
減
っ
た
！

６平成14年10月１日

集特
　
７
月
１
日
か
ら
、
燃
せ
る
ご
み

の
指
定
袋
制
が
は
じ
ま
り
、
４
ヵ

月
目
に
入
り
ま
す
。
こ
の
７
月
の

収
集
量
は
千
185
ト
ン
で
、
昨
年
７

月
に
比
べ
て
321
ト
ン
（
21

・
３

％
）
減
少
、
８
月
は
千
201
ト
ン
で

昨
年
８
月
と
比
べ
て
291

ト
ン

（
19
・
５
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
燃
せ
る
ご
み
が
指
定
袋
で
の
搬

出
に
な
っ
た
こ
と
で
、
古
紙
類

（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル
）
・
ペ
ッ
ト

　
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話
、

シ
ェ
ー
バ
ー
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ

レ
オ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
充
電

式
電
池
は
貴
重
な
資
源
を
含
ん
で

い
ま
す
。
電
池
メ
ー
カ
ー
は
、
こ

の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
充
電
式
電
池

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
の
「
充

電
式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
／

（
株
）
マ
ツ
ヤ
デ
ン
キ
館
山
店

（
殖
24
―
１
１
１
１
）
、
（
有
）
ナ

カ
デ
ン（
殖
27
―
６
１
１
７
）、
イ

オ
ン（
株
）
ジ
ャ
ス
コ
館
山
店
（
殖

23
―
８
１
３
１
）

　
問
合
せ
／
市
環
境
保
全
課
一
般

廃
棄
物
係（
殖
22
―
３
３
５
４
）、

県
環
境
生
活
部
一
般
廃
棄
物
課
処

理
計
画
班（
殖
043
―
223
―
２
６
８

２
）

　
７
月
１
日
か
ら
、
燃
せ
る
ご
み
の
指
定
袋
制
が
は
じ
ま
り
、

４
ヵ
月
目
に
入
り
ま
す
。
７
月
、
８
月
の
集
計
で
は
、
燃
せ
る
ご

み
は
、
着
実
に
減
少
し
ま
し
た
。
加
え
て
資
源
ご
み
の
収
集
量
も

増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
指
定
袋
制
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
ご
み

の
減
量
化
、
再
資
源
化
を
進
め
た
い
考
え
で
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
一
般
廃
棄
物
係

（
殖
22
―
３
３
５
４
）

資

源

ご

み

の

分

別

意

識

高

ま

る

　
市
で
は
、
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
指
定
袋

制
を
定
着
さ
せ
、
ご
み

の
減
量
化
、
資
源
ご
み

の
分
別
を
さ
ら
に
進
め

た
い
考
え
で
す
。
特
に

７
月
以
降
に
増
え
た
古

紙
類
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
搬
出
の
仕
方
を

ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
な
ど
の

収
集
量
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し

た
。

　
特
に
、
古
紙
類
の
７
月
中
の
収

集
量
は
276
ト
ン
で
、
昨
年
７
月
よ

り
も
76
ト
ン
、
37
・
８
％
の
増

加
、
８
月
は
185
ト
ン
で
、
昨
年
８

月
と
比
べ
56
ト
ン
、
42
・
９
％
増

加
し
ま
し
た
。

　
指
定
袋
以
外
（
黒
い
ご
み
袋
・

レ
ジ
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
）
で

の
搬
出
も
か
な
り
目
立
ち
、
７

月
、
８
月
中
の
「
警
告
」
ス
テ
ッ

カ
ー
貼
付
枚
数
は
１
万
４
千
182
枚

で
し
た
。
１
日
平
均
268
個
の
ご
み

が
指
定
袋
以
外
で
搬
出
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

区
分
し
、
束
ね
て
、
ひ
も
で
縛
り

ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
覆
い
ま
す
。
新
聞
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
は
、
新
聞
と
一
緒

に
搬
出
で
き
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
中
が
ギ
ザ
ギ

ザ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
安
で

す
。
（
写
真
参
照
）
中
が
ギ
ザ
ギ
ザ

に
な
っ
て
い
て
も
、

表
面
が
ツ
ル

ツ
ル
し
た
も
の
（
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
や
、
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
も

の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の

で
「
燃
せ
る
ご
み
」
と
し
て
、
「
指

定
袋
」
で
搬
出
し
ま
す
。

　
事
業
所
な
ど
で
大
量
に
搬
出
す

る
場
合
は
直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
す
る
か
、
市
の
許
可
業
者

に
収
集
を
依
頼
し
ま
す
。

このギザギザに注目

指
定
袋
で
20
％
ご
み
が
減
っ
た
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
こ
こ
を
見
て
！

充
電
式
電
池
も
回
収



里見ウイーク

９ だん暖たてやま

集募

　
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

で
は
、
今
年
度
の
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

　
試
験
日
／
平
成
15
年
２
月
２
日

（
日
）

　
試
験
会
場
／
幕
張
メ
ッ
セ
国
際

会
議
場

　
受
験
資
格
／
修
学
歴
・
職
歴
に

よ
り
下
水
道
排
水
設
備
工
事
に
関

す
る
一
定
の
経
験
年
数
な
ど
を
有

す
る
人

　
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
自
立
を
め
ざ
し
て
就
職
し
よ

う
と
す
る
障
害
者
の
人
で
、
職
業

訓
練
を
希
望
す
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
募
集
期
間
／
身
体
障
害
、
知
的

障
害
と
も
に
10
月
15
日
（
火
）
か

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

ら
11
月
14
日
（
木
）

　
募
集
科
目
／
表
の
と
お
り

　
募
集
資
格
／【
身
体
障
害

者
】
高
等
学
校
若
し
く
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

訓練科目

ＯＡ事務科

製版科

（パソコン製版）

電子機器科

（情報電子）

洋裁科

（服飾ビジネス）

建設設計科

定員

10人

10人

10人

10人

10人

訓練期間

１年

１年

１年

１年

１年

訓練科目

縫製実務科

木工実務科

定員

10人

10人

訓練期間

１年

１年

身体障害者対象

知的障害者対象

障害者雇用促進合同面接会

　厳しい雇用情勢の中で、求職者が

１人でも多く、１日も早く就業でき

るように千葉県では10月を雇用促進

月間として、県労働局をはじめ関係

機関と連携して各種事業を実施しま

す。市内では、障害者雇用促進合同

面接会を開催します。

　日時／11月８日（金）午後１時30

分から午後３時

　場所・問合せ／館山公共職業安定

所（殖22―2236）

人
。
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

技
能
習
得
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人
。
【
知
的
障

害
】
義
務
教
育
を

修
了
し
た
人

　
入
校
選
考
日

／
【
身
体
障
害

　
千
葉
県
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

で
は
、
事
業
を

営
む
人
、
創
業

を
め
ざ
す
人
を

対

象

に

Ｉ

Ｔ

（
情
報
通
信
技

術
）
の
最
新
事

業
や
事
例
な
ど

を
紹
介
し
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た

創
業
や
新
規
事

業
の
創
出
、
取

引
促
進
、
企
業

内
で
の
活
用
促

進
を
め
ざ
し
、
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
29
日
（
火
）
午
後

１
時
か
ら
午
後
５
時

　
場
所
／
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ

テ
ル

　
参
加
費
／
無
料

　
定
員
／
80
人

　
申
込
み
／
商
工
会
議
所
に
あ
る

所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

込
先
ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
館
山
商
工

会
議
所
（
殖
22
―
８
３
３
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23
―
４
０
１
１
）

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

創
業
め
ざ
せ
！

　
県
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
む

場
合
は
、
知
事
に
届
出
が
必
要
で

す
。
営
業
所
ご
と
に
屋
外
広
告
物

講
習
会
修
了
者
な
ど
の
一
定
の
資

格
を
有
す
る
人
を
置
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
講
習
会
開
催
日
／
11
月
18
日

（
月
）
か
ら
19
日
（
火
）

　
会
場
／
千
葉
職
業
能
力
開
発
短

期
大
学
校
（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

千
葉
）

　
申
込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
羨
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
（
縦
５
糎
、
横
４

糎
）
、
腺
受
講
料
千
葉
県
収
入
証

　
申
込
用
紙
配
布
期
間
／
10
月
15

日
（
火
）
か
ら
11
月
６
日
（
水
）

　
申
込
用
紙
配
付
場
所
／
鏡
ケ
浦

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
下
水
道
課

　
受
付
期
間
／
11
月
５
日
（
火
）、

６
日
（
水
）

　
受
付
場
所
／
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
下
水
道
課

　
問
合
せ
／
日
本
下
水
道
協
会
千

葉
県
支
部
事
務
局
（
殖
043
―
245
―

５
４
０
４
）

紙
で
３
千
300
円
分
（
講
習
課
程
の

一
部
が
免
除
さ
れ
る
人
は
２
千
100

円
）
を
添
付
し
て
、
提
出
先
に
持

参
。

　
一
部
免
除
／
講
習
課
程
の
一
部

免
除
者
は
、
必
ず
資
格
証
明
書
の

原
本
と
写
し
を
１
部
持
参

　
受
付
期
間
／
10
月
15
日
（
火
）

ま
で

　
定
員
／
100
人
（
先
着
順
）

　
問
合
せ
・
配
布
・
提
出
先
／
県

庁
公
園
緑
地
課
都
市
緑
化
推
進
室

（
殖
043
―
223
―
３
９
９
７
）
【
土

日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
】

者
】
12

月
３
日
（
火
）
・
４
日

（
水
）、【
知
的
障
害
者
】
12
月
５

日
（
木
）・
６
日
（
金
）

　
授
業
料
／
無
料

　
問
合
せ
／
千
葉
県
立
障
害
者
高

等
技
術
専
門
校
（
殖
043
―
291
―
７

７
４
４
）、
各
公
共
職
業
安
定
所

屋
外
広
告
物
講
習
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

８平成14年10月１日

　
体
育
の
日
に
誰
で
も
で
き
る
気

軽
な
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
を
中
央
公

園
、
市
民
運
動
場
の
２
会
場
で
開

催
し
ま
す
。

　
期
日
／
10
月
14
日
（
月
・
体
育

の
日
）

　
時
間
／
２
会
場
と
も
に
受
付
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
開
会
式
を

午
前
９
時
か
ら
、
競
技
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

【
中
央
公
園
】

　
競
技
種
目
／
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

【
市
民
運
動
場
】

　
競
技
種
目
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス

ポ
ー
ツ
（
フ
リ
ス
ビ
ー
的
当
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
サ
ン

ダ
ル
飛
ば
し
、
ス
キ
ス
キ
タ
ッ
チ
、

輪
投
げ
の
５
種
目
）、
ペ
タ
ン
ク

　
対
象
／
市
民
、
市
内
在
勤
者

　
参
加
料
／
無
料
（
昼
食
は
各
自

用
意
）

　
申
込
み
／
ハ
ガ
キ
の
場
合
は

　
南
房
総
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
す
る
合
唱
団
や
合
唱
サ
ー

ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。
各
団
体
ご

と
に
曲
目
を
発
表
し
、
最
後
に
合

同
合
唱
を
行
い
ま
す
。

　
公
演
日
時
／
平
成
15
年
２
月
２

日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

　
公
演
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
参
加
時
間
／
１
団
体
舞
台
へ
の

出
入
り
を
含
め
８
分
程
度

　
参
加
費
用
／
大
人
１
人
500
円
、

（
例
え
ば
10
人
の
サ
ー
ク
ル
で

は
、
５
千
円
に
な
り
ま
す
）

　
合
同
合
唱
／
「
美
し
く
碧
き
ド

ナ
ウ
」、「
ふ
る
さ
と
」

　
練
習
日
／
12
月
14
日
（
土
）、
１

月
10
日
（
金
）、
１
月
23
日
（
木
）

　
練
習
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
締
切
／
10
月
31
日
（
木
）

　
申
込
み
／
「
南
房
総
し
お
さ
い

コ
ン
サ
ー
ト
参
加
希
望
」
と
し
、

団
体
名
、
参
加
人
数
、
代
表
者
、

代
表
者
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

「
ス
ポ
レ
ク
参
加
希
望
」
と
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
参
加
種
目
を
記
入
し

て
、
申
込
み
先
ま
で
。
電
話
で
も

申
込
み
で
き
ま
す
。
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小･

中
学
生
は
、
園
・
学

校
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

　
締
切
／
９
月
27
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
〒
294
―

８
６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22

―
３
６
９
６
）

し
て
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
申
込
み
先
ま
で
。

電
話
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
〒
294
―

８
６
０
１
　
生
涯
学
習
課
内
南
房

総
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（
殖
22
―
３
６
９

８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25
―
５
６
０
５
）
Ｅ

―m
a
il

　sy
o
u
g
a
ig
a
k
u
@
c
ity
.

ta
te
y
a
m
a
.c
h
ib
a
.jp

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　市民コーナーに出展する写真、絵画、手芸などの作

品を募集します。10月15日（火）までにハガキに住

所、氏名、電話番号、作品種別、出展希望点数を記入

して、申し込んでください。出展希望が多い場合は、

展示できる作品数が制限される場合があります。

　問合せ・申込み／〒294―8601生涯学習課文化係

　　　　　　　　　殖22―3698

■南総文化ホール
1 0 /1 4（月）

1 0 /20（日）

1 0 /27（日）　

11/ 1（金）

11/ 2（土）

　　～1 4（木）

11/ ３（日）　

11/ ３（日）

　　～ 4（月）

11/ ３（日）

　　～ ５（火）

11/ 9（土）

11 /1 6（土）

　　～1 7（日）

1 1 /23（土）

1 1 /24（日）

1 1 /30（土）

1 2/1 5（日）

 ９:0 0 ～

1 3:0 0 ～

 ９:0 0 ～

 ９:0 0 ～

 ８:30 ～

1 2:30 ～

1 3:0 0 ～

  9:0 0 ～

  9:0 0 ～

1 3:0 0 ～

 ９:0 0 ～

1 3:30 ～

 ９:0 0 ～

1 2:30 ～

1 4 :0 0 ～

主婦クラブの集い

筝曲発表会

吟道大会

子ども音楽会

写真展

芸術フェスティバル

盆栽展

　〃

コンテナガーデン展

市民音楽祭

ユネスコ展

バレエ発表会

民謡大会

日本舞踊

館山吹奏楽団演奏会

11/ １（金）  ９:00～ 俳句大会

■菜の花ホール

1 0 /27（日）

11/ ２（土）

　　～ ４（月）

11/ ３（日）

11/ ３（日）

　　～ ４（月）

11/ ３（日）

　　～ ５（火）

11/ ６（水）

　　～1 0（日）

1 1 /1 0（日）

 ９:30～

 ９:00～

 ９:30～

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

10 :0 0～

文化財保護協会講演会

学芸展

謡曲発表会

詩人展・書道展・切手展

華道展・篆刻展・軸装展

市民コーナー展

ガーデニングコンクール

美術展

短歌大会

■館山市コミュニティセンター

11/ 3（日） 1 0 :0 0～ お茶席

■城山公園茶室

11/ 3（日）  ９:00～ 野外観察会

■洲崎地区の自然

感動との出会い・館山2002

第55回 館山市文化祭

南
房
総
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
団
体

第55回 館山市文化祭


